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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日）におけるわが国経済は、輸出や工業生

産に一部に慎重な動きがみられるものの、企業部門、個人消費など総じて良好な水準を維持しております。

　一方、海外経済は、先進国を中心に緩やかな回復を続けているものの、中国をはじめとするアジア新興国・資

源国経済の減速や米国経済の回復ペースなど、依然としてリスクを抱えた状況で推移いたしました。

　このような状況の中、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高31,754百万円（前年同期比

5.4％増）、営業利益2,664百万円（同3.7％増）、経常利益2,711百万円（同7.1％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は1,628百万円（同43.9％減）となりました。

　事業分野別の状況は次のとおりであります。

　なお、第１四半期連結会計期間より、開示セグメントを従来の提供サービスをベースとした「市場調査・コン

サルティング」、「システムソリューション」及び「医薬品開発支援」の３区分から、顧客業界と提供サービスを

ベースとした「マーケティング支援（消費財・サービス）」、「マーケティング支援（ヘルスケア）」及び「ビジネ

スインテリジェンス」の３区分に変更しており、当第３四半期連結累計期間の比較・分析は、変更後の区分に基

づいております。

① マーケティング支援（消費財・サービス）事業

　マーケティング支援（消費財・サービス）事業は、対話型プロモーション、i-SSP（インテージシングルソース

パネル）といったコミュニケーション分野や、カスタムリサーチの既存調査及びインターネット調査が好調に推

移したものの、重点領域であるコミュニケーション分野において事業拡大に係る費用が引き続き発生したことに

より、増収減益となりました。

　この結果、マーケティング支援（消費財・サービス）事業の連結業績は、売上高20,676百万円（前年同期比8.5

％増）、営業利益1,122百万円（同6.8％減）となりました。

② マーケティング支援（ヘルスケア）事業

　マーケティング支援（ヘルスケア）事業は、平成26年６月２日付で実施した株式会社アスクレップにおける一

部事業譲渡による売上高の減少が影響したものの、株式会社アンテリオにおけるカスタムリサーチの既存調査及

びインターネット調査が好調に推移したことなどにより、売上高は前年をやや上回りました。また、営業利益に

おいても収益性の高い案件の伸びや事業の譲渡によるコスト削減が奏功し、増収増益となりました。

　この結果、マーケティング支援（ヘルスケア）事業の連結業績は、売上高7,385百万円（前年同期比1.4％増）、

営業利益は1,317百万円（前年同期比23.8％増）となりました。

③ ビジネスインテリジェンス事業

　ビジネスインテリジェンス事業は、旅行分野においてシステム構築案件を受注するなど堅調に推移したものの、

前年同期の大型案件の反動により、減収減益となりました。

　この結果、ビジネスインテリジェンス事業の連結業績は、売上高3,692百万円（前年同期比2.6％減）、営業利益

224百万円（同25.5％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ398百万円増加し、21,959百万円となりました。これは、現金及び預金が

216百万円、受取手形及び売掛金が578百万円減少したものの、仕掛品が1,291百万円増加したことなどによるもので

す。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ596百万円増加し、12,337百万円となりました。これは、投資有価証券が

440百万円、退職給付に係る資産が250百万円増加したことなどによるものです。

　この結果、総資産は994百万円増加し、34,296百万円となりました。

（負債）

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ335百万円減少し、9,706百万円となりました。これは、短期借入金が2,279

百万円増加したものの、買掛金が209百万円、未払法人税等が1,461百万円、賞与引当金が676百万円減少したことな

どによるものです。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ246百万円増加し、3,588百万円となりました。これは、長期借入金が200百

万円増加したことなどによるものです。

　この結果、負債合計は89百万円減少し、13,295百万円となりました。

（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,083百万円増加し、21,000百万円となりました。これは、利益剰余金が

1,039百万円増加したことなどによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、平成27年５月12日付「平成27年３月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」で発表い

たしました通期の連結業績予想に変更はありません。

※ 業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後さまざ

まな要因によって異なる結果となる可能性があります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額

を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更い

たしました。

　また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得

原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更い

たします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行ってお

ります。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連

結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び

事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,377,976 8,161,374

受取手形及び売掛金 9,208,868 8,630,045

仕掛品 1,384,402 2,675,894

貯蔵品 34,248 63,088

繰延税金資産 1,101,731 1,061,727

その他 1,459,689 1,370,843

貸倒引当金 △6,080 △3,610

流動資産合計 21,560,835 21,959,362

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,697,196 1,580,311

器具備品（純額） 352,604 314,670

土地 1,998,156 1,998,156

リース資産（純額） 701,303 838,855

その他（純額） 0 0

有形固定資産合計 4,749,261 4,731,993

無形固定資産

のれん 537,893 356,456

その他 1,326,726 1,397,956

無形固定資産合計 1,864,619 1,754,412

投資その他の資産

投資有価証券 1,576,565 2,017,242

繰延税金資産 796,429 547,254

退職給付に係る資産 1,569,521 1,820,303

その他 1,184,534 1,466,235

貸倒引当金 － △298

投資その他の資産合計 5,127,050 5,850,738

固定資産合計 11,740,931 12,337,144

資産合計 33,301,766 34,296,507
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,462,048 2,252,840

短期借入金 57,000 2,336,458

リース債務 300,957 316,065

未払法人税等 2,074,960 613,390

賞与引当金 1,492,541 816,509

ポイント引当金 960,968 1,072,661

役員賞与引当金 6,000 7,878

株式給付引当金 3,095 －

その他 2,685,027 2,291,108

流動負債合計 10,042,599 9,706,913

固定負債

長期借入金 － 200,000

役員退職慰労引当金 4,000 －

株式給付引当金 23,778 22,941

退職給付に係る負債 2,840,888 2,757,889

リース債務 473,460 604,614

その他 － 3,250

固定負債合計 3,342,126 3,588,695

負債合計 13,384,726 13,295,608

純資産の部

株主資本

資本金 1,681,400 1,681,400

資本剰余金 1,336,688 1,336,688

利益剰余金 15,692,531 16,732,429

自己株式 △221,537 △216,388

株主資本合計 18,489,081 19,534,129

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 113,557 247,035

為替換算調整勘定 532,426 460,566

退職給付に係る調整累計額 603,819 606,417

その他の包括利益累計額合計 1,249,803 1,314,019

非支配株主持分 178,154 152,749

純資産合計 19,917,039 21,000,898

負債純資産合計 33,301,766 34,296,507
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 30,136,198 31,754,087

売上原価 21,360,777 23,228,921

売上総利益 8,775,421 8,525,165

販売費及び一般管理費 6,205,791 5,861,025

営業利益 2,569,629 2,664,139

営業外収益

受取利息 1,794 4,359

受取配当金 31,247 35,262

受取保険金及び配当金 43,330 10,777

その他 38,409 29,335

営業外収益合計 114,782 79,735

営業外費用

支払利息 24,736 10,674

持分法による投資損失 101,094 8,170

その他 25,738 13,406

営業外費用合計 151,568 32,251

経常利益 2,532,843 2,711,623

特別利益

関係会社株式売却益 2,911,668 -

負ののれん発生益 8,154 -

特別利益合計 2,919,822 -

特別損失

減損損失 138,792 -

特別退職金 131,420 -

退職給付制度終了損 284,838 -

関係会社株式評価損 - 121,483

その他 10,929 11,297

特別損失合計 565,979 132,781

税金等調整前四半期純利益 4,886,687 2,578,842

法人税、住民税及び事業税 1,697,458 737,791

法人税等調整額 278,292 230,267

法人税等合計 1,975,751 968,059

四半期純利益 2,910,935 1,610,782

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支
配株主に帰属する四半期純損失（△）

8,889 △17,249

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,902,046 1,628,032
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 2,910,935 1,610,782

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 13,948 133,477

為替換算調整勘定 74,481 △79,797

退職給付に係る調整額 64,309 2,597

その他の包括利益合計 152,740 56,278

四半期包括利益 3,063,675 1,667,061

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,046,096 1,692,248

非支配株主に係る四半期包括利益 17,579 △25,186
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

報告セグメント
合計

（千円）
マーケティング支援

（消費財・サービス）

(千円)

マーケティング支援

（ヘルスケア）

(千円)

ビジネス

インテリジェンス

(千円)

売上高

外部顧客への売上高 19,062,320 7,282,097 3,791,780 30,136,198

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ―

計 19,062,320 7,282,097 3,791,780 30,136,198

セグメント利益 1,205,047 1,063,895 300,686 2,569,629

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

報告セグメント
合計

（千円）
マーケティング支援

（消費財・サービス）

(千円)

マーケティング支援

（ヘルスケア）

(千円)

ビジネス

インテリジェンス

(千円)

売上高

外部顧客への売上高 20,676,225 7,385,587 3,692,274 31,754,087

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ―

計 20,676,225 7,385,587 3,692,274 31,754,087

セグメント利益 1,122,749 1,317,263 224,126 2,664,139

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、組織構造の変更及び管理区分の見直しを行ったことに伴い、報告セグメントを

従来の「市場調査・コンサルティング」、「システムソリューション」及び「医薬品開発支援」の３区分から、

「マーケティング支援（消費財・サービス）」、「マーケティング支援（ヘルスケア）」及び「ビジネスインテリジ

ェンス」の３区分に変更しております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したもの

を開示しております。
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